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［成果の内容］ 

１．利根川流域の水田周辺（農業環境技術研究所のモニタリング 32 地区内の水田、放棄

水田等の 6 立地、2007 年調査）、農業水路周辺（群馬県渡良瀬地区及び千葉県印旛沼

地区の水面、のり面等の 5 立地、2006 年調査）の調査資料から外来植物種の蔓延状

況を、平均及び最大被度、立地別の出現率と特化度（立地との結びつきを表す指数）

により解析した結果、外来植物の蔓延状況にはＡ）高い被度で優占する、Ｂ）生育立

地によらず広範囲に分布する、Ｃ）特定の立地との結びつきが強い、の３つのパター

ンがあることがわかりました（表１、表２）。 
２．平均及び最大被度、立地別出現率、特化度に閾値を設定し、この３つのパターンに該

当する種を抽出したところ、セイタカアワダチソウ(Ａ、Ｂ)、ナガエツルノゲイトウ(Ａ，

Ｂ)、コカナダモ(Ａ，Ｃ)、ホテイアオイ(Ａ)、コセンダングサ(Ｂ，Ｃ)、ヒメムカシヨ

モギ(Ｂ，Ｃ)、アメリカアゼナ(Ｂ)、アメリカセンダングサ(Ｂ)、アメリカタカサブロ

ウ(Ｂ)、コバナキジムシロ(Ｂ) 、アメリカミズキンバイ(Ｃ)、オオイヌノフグリ(Ｃ)、
シロツメクサ(Ｃ)、ハルジオン(Ｃ)、ヒメジョオン(Ｃ)の 15 種が優先的な対策が必要

な種であることが分かりました。 
３．これらの外来種は農業生産や生態系への影響が大きいため優先的に対策を検討するこ

とが必要です。なかでもナガエツルノゲイトウは水路を中心に全ての立地に生育可能

で、かつ出現した場合に著しく優占するため、特に注意が必要です。 
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［背景と目的］ 

農業生産や生態系に深刻な影響を及ぼしている外来植物の被害を防止するには、適正なリ

スク評価に基づいた対策を講ずる必要があります。現在わが国に定着している外来植物の

多くについては、その蔓延状況や被害実態が必ずしも明らかにされていません。そこで、

利根川流域の水田地帯における植生調査により外来植物の蔓延状況を把握して、多くの外

来植物の中からどのような種に対して優先的な対策が必要かを明らかにしました。 

［要約］ 

利根川流域の水田周辺において、農業生産や生態系に影響が大きい外来種の蔓延状況に

は、Ａ）高被度で優占する、Ｂ）広範囲に生育する、Ｃ）特定の立地と結びつきが強い、

の３パターンがあることを明らかにしました。これらに３つのパターンに該当するコカ

ナダモ、ナガエツルノゲイトウなど 15 種の外来植物には特に注意が必要です。 

水田周辺ではどのような外来植物に注意すべきか 
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表１ 利根川流域の水田周辺における主要外来植物の出現状況 

注意を要する外来植物として判断されたのは次の７種です。 

Ａ)高被度で優占：セイタカアワダチソウ 

Ｂ)広範囲に生育：ヒメムカシヨモギ、コセンダングサ 

Ｃ)特定立地に結びつき生育：ヒメムカシヨモギ、シロツメクサ、ヒメジョオン、ハルジオン、 

オオイヌノフグリ 

表２ 渡良瀬地区・印旛沼地区の水路周辺における主要外来植物の出現状況 

注意を要する外来植物として判断されたのは次の 12 種です。 

Ａ)高被度で優占：コカナダモ、ホテイアオイ、ナガエツルノゲイトウ、セイタカアワダチソウ 

Ｂ)広範囲に生育：ナガエツルノゲイトウ、セイタカアワダチソウ、コセンダングサ、 

アメリカセンダングサ、アメリカアゼナ、アメリカタカサブロウ 

Ｃ)特定立地に結びつき生育：コカナダモ、アメリカミズキンバイ、コセンダングサ、 

コバナキジムシロ、ヒメジョオン、ハルジオン 

出現地点(N=461) 被度 立地への結びつき（特化度1)）

地点数 出現率 最大 平均 全立地に 特定立地 各立地における特化度

外来植物種名 被度 被度 占める割 との 水路 水際 法面 放棄田 畦畔
(n) (%) (%) (%) 割合2)(%) 結びつき3) N=98 N=98 N=88 N=81 N=96

コカナダモ(#) 19 4.12 100 56.3 20.0 ◎ 4.70

ホテイアオイ(#) 14 3.04 100 55.0 40.0 2.35 2.35

ナガエツルノゲイトウ(##) 29 6.29 100 39.3 100.0 1.46 0.81 0.90 0.59 1.16

セイタカアワダチソウ(#) 87 18.87 100 29.3 80.0 0.16 0.76 1.99 1.57 0.72

アメリカミズキンバイ 19 4.12 80 21.6 60.0 ○ 0.55 1.50 3.03

コセンダングサ(#) 14 3.04 70 13.4 100.0 ○ 0.34 0.34 3.37 0.81 0.34

コバナキジムシロ 22 4.77 60 9.6 20.0 ◎ 0.21 0.24 0.26 4.15

ヒメジョオン(#) 22 4.77 80 9.6 60.0 ○ 0.64 0.95 3.27

アメリカセンダングサ(#) 20 4.34 30 9.2 80.0 0.24 2.12 1.05 1.14 0.48

ハルジオン(#) 53 11.50 50 8.4 40.0 ○ 0.27 1.28 0.21 3.17

コニシキソウ 22 4.77 75 6.7 60.0 1.28 0.95 2.62

オオイヌノフグリ 60 13.02 50 6.6 60.0 0.94 1.57 0.09 2.32

アメリカアゼナ 74 16.05 30 3.9 80.0 0.06 0.44 0.35 1.77 2.47

アメリカタカサブロウ 122 26.46 40 3.6 80.0 0.04 0.46 0.56 1.26 2.72

※全調査地点の2.5％以上出現し、かつ最大被度が25％以上の種のみを掲載した　（#は要注意外来生物）

※　１）「特化度」は、各種の各立地との結びつきを表す指数（［立地内の出現率］÷［全調査地点中の出現率］）

 　　2)「立地への結びつき」の「全立地に占める割合」は、特化度>=1/3の立地の割合

 　　3)「立地への結びつき」の「特定立地との結びつき」は、各立地ごとの特化度から判定。◎>4.0、○>3.0

出現地点(N=707) 被度 立地への結びつき（特化度1)）

地点数 出現率 最大 平均 全立地に 特定立地 各立地における特化度

外来植物種名 被度 被度 占める割 との 水田 放棄田 畦畔 法面 造成地 樹林
(n) (%) (%) (%) 割合2)(%) 結びつき3) N=109 N=384 N=140 N=24 N=27 N=23

セイタカアワダチソウ(#) 164 23.2 100 31.3 66.7 1.49 0.43 1.08 1.76

アメリカセンダングサ(#) 93 13.2 100 11.7 50.0 0.84 1.48 0.11 0.32 0.56

ヒメムカシヨモギ(#) 26 3.7 85 9.5 83.3 ◎ 1.13 0.58 1.13 5.04 1.18

シロツメクサ 37 5.2 50 7.5 50.0 ○ 0.40 3.55 2.12

コセンダングサ(#) 30 4.2 30 5.1 83.3 0.43 1.17 0.84 2.95 0.87

ハキダメギク 43 6.1 35 4.5 50.0 0.30 0.94 1.29 0.69

アメリカタカサブロウ 121 17.1 30 3.4 50.0 1.34 0.84 1.54

ヒメジョオン(#) 30 4.2 30 3.0 33.3 ○ 0.74 3.03

ハルジオン(#) 65 9.2 35 2.9 66.7 ○ 0.10 0.48 3.11 2.72 0.40

オオイヌノフグリ 26 3.7 35 2.0 50.0 ○ 0.75 0.14 3.30 1.13

アメリカアゼナ 93 13.2 40 1.9 50.0 2.79 0.53 1.25

※全調査地点の2.5％以上出現し、かつ最大被度が25％以上の種のみを掲載した　（#は要注意外来生物）

※　１）「特化度」は、各種の各立地との結びつきを表す指数（［立地内の出現率］÷［全調査地点中の出現率］）

 　　2)「立地への結びつき」の「全立地に占める割合」は、特化度>=1/3の立地の割合

 　　3)「立地への結びつき」の「特定立地との結びつき」は、各立地ごとの特化度から判定。◎>4.0、○>3.0
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